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子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
が
、
連
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

日
、
２
歳
の
男
児
が
餓
死
し

た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
亡

く
な
っ
た
男
児
は
、
ま
と
も

に
食
事
を
与
え
ら
れ
て
お
ら

ず
、
お
腹
の
中
か
ら
は
紙
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
が
見
つ

か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し

た
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
た

び
に
心
が
と
て
も
痛
み
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
中
に
全
国

の
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た

児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、

５
万
５
千
件
を
超
え
、
過
去

最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
に

は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
身

体
的
虐
待
の
ほ
か
に
、
無
視

し
た
り
傷
つ
け
る
よ
う
な
言

葉
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
心

理
的
虐
待
、
病
気
や
け
が
を

し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
か
っ
た
り
食
事
や
身
の
回

り
の
世
話
を
し
な
か
っ
た
り

と
い
っ
た
養
育
放
棄
（
ネ
グ

レ
ク
ト
）、
性
的
虐
待
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
虐
待

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡

み
合
っ
て
主
に
家
庭
内
で
起

こ
っ
て
お
り
、
周
囲
か
ら
は

見
え
に
く
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

不
幸
に
し
て
大
人
か
ら
こ

う
し
た
虐
待
を
受
け
て
し
ま

っ
た
子
ど
も
の
中
に
は
、
身

体
に
重
い
障
害
が
残
っ
た
り

情
緒
が
不
安
定
に
な
っ
た
り

す
る
な
ど
、
心
身
の
健
や
か

な
成
長
が
損
な
わ
れ
、
一
生

消
え
る
こ
と
の
な
い
深
い
傷

を
残
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
大
人
の
所
有
物
？
12

《
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談
》

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
。
第
３
月
曜
日
は
高

齢
者
、
障
害
者
が
対
象
）、
法
務

局
舞
鶴
支
局
。
面
接
（
個
室
）・

電
話
相
談
。

《
特
設
人
権
相
談
所
》
第
２
木
曜

日
が
城
南
会
館
。
第
３
木
曜
日

が
南
公
民
館
。面
接
相
談（
個
室
）。

　

い
ず
れ
も
９
時
～
12
時
。
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
。
無
料
。

申
し
込
み
不
要
。
問
同
支
局
（
☎

76
・
０
８
５
８
）

そ
の
結
果
、
心
の
中
に
残
っ
て

し
ま
っ
た
悲
し
い
体
験
が
、
そ

の
後
の
人
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
子
ど
も
は
大
人

の
思
い
通
り
に
で
き
る
」
と
い

う
気
持
ち
を
心
の
ど
こ
か
に
持

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

子
ど
も
は
大
人
の
所
有
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
も
大

人
も
同
じ
一
人
の
人
間
で
あ
り
、

守
ら
れ
る
べ
き
人
権
の
重
さ
も

同
じ
で
す
。
こ
の
世
に
生
ま
れ

た
す
べ
て
の
子
供
た
ち
は
、
幸

せ
に
生
き
る
権
利
、
健
や
か
に

育
つ
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
権
利
を
し
っ
か
り
と
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

私
た
ち
大
人
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

人
権
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
人
権
啓
発
推
進

室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
か

法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・

０
８
５
８
）
へ
。

　

本
市
の
文
化
資
源
の
活
用
方

策
や
文
化
振
興
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
示
す
「
文
化
振
興
指

針
（
仮
）」
の
策
定
に
向
け
、「
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
開
催
。
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▪
対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
、

在
学
の
18
歳
以
上
で
、
月
１
回

程
度
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
で
き
る
人

▪
内
容　

大
学
教
授
な
ど
有
識

者
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

来
年
３
月
ま
で
計
５
回
程
度
開

催
し
、
指
針
の
骨
子
を
作
成

▪
定
員　

３
人
（
作
文
の
内
容

文化のあるまちへ

ワークショップに参加を

に
よ
り
選
考
。
結
果
は
後
日
、

文
書
で
通
知
）

▪
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
と
「
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
～
私
に
と
っ

て
文
化
の
あ
る
ま
ち
と
は

～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

（
様
式
自
由
、
６
０
０
字
程

度
）
を
企
画
政
策
課
へ
郵
送

か
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
（
62
・

５
０
９
９
）、
電
子
メ
ー
ル
も

可
。

▪
募
集
期
間　

９
月
20
日

（
火
）
消
印
有
効

▪
問
い
合
わ
せ
先　

同
課（
☎

66
・
１
０
４
２
）

地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
制
度

モ
デ
ル
地
域
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

み
ん
な
で
走
ろ
う

み
な
と
舞
鶴
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

11月20
日

　

市
で
は
、
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
に
向
け
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
連
携
し
、
環
境

対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、「
第
２
期
舞
鶴

市
環
境
基
本
計
画
（
含 

地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画[

区
域
施

策
編]

）」（
平
成
23
～
32
年
度
）

を
策
定
。

　

計
画
で
は
、「
～
人
も
地
域

も
地
球
も
元
気
～
環
境
に
や
さ

し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
め
ざ
す
べ
き
環
境
像
と

し
て
、
５
つ
の
基
本
目
標
と
７

つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
度
（
平
成
32
年

度
）
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

１
９
９
０
年
度
（
平
成
２
年
度
）

比
で
25
％
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
概
要
は
左
図
の
と
お

り
。

▶
舞
鶴
高
専
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト

（
昨
年
の
様
子
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
制
度
の
結
果

　

計
画
の
新
素
案
に
対
し
、
市

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

に
基
づ
き
意
見
を
募
集
し
た
結

果
、
２
人
か
ら
10
件
の
意
見
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
（
募
集
期

間
：
７
月
16
日
～
８
月
５
日
）。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見

を
踏
ま
え
、
新
素
案
の
修
正
な

ど
を
行
う
も
の
が
３
件
、
意
見

を
踏
ま
え
、
そ
の
趣
旨
を
運
用

面
に
反
映
さ
せ
て
い
く
も
の
が

１
件
、
意
見
の
趣
旨
が
既
に
新

素
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も

の
が
２
件
、
市
の
考
え
方
を
説
明

し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
も
の
が
４

件
で
し
た
。
主
な
意
見
の
概
要
な

ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》
計
画
の
内

容
や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

　

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課

（
☎
66
・
１
０
０
５
）
へ
。

計画の概要

①低炭素社会の実現
②循環型社会の確立
③自然との共生社会の確立
④良好な生活環境の確保
⑤協働社会の推進

基本目標

～人も地域も地球も元気～
環境にやさしい持続可能なまちづくり

めざすべき環境像

● わたしのエコプロジェクト
● 事業所のエコプロジェクト
● 交通のエコプロジェクト
● ３Ｒ（※１）活動推進プロジェクト
● ポイ捨て防止プロジェクト
● 豊かな海と川づくりプロジェクト
● 舞鶴の守りたい自然プロジェクト

リーディングプロジェクト

2020 年度までに温室効果ガス（※２）を
1990 年度比で 25％削減

温室効果ガスの削減目標

（※１）３Ｒ…「リデュース（Reduce）＝ごみの発生抑制」「リユース
（Reuse）＝再使用」「リサイクル（Recycle）＝再生利用」の頭文字をと
ったもの。
（※２）温室効果ガス…太陽からの熱を地球に封じ込め、地表を温める働
きがある気体の総称（二酸化炭素（CO2）やメタン（CH4）など）。

　

市
で
は
、
よ
り
住
み
や
す
く
元

気
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
将
来
の
夢
を
描
き
、
そ

の
実
現
に
向
け
取
り
組
も
う
と

す
る
地
域
を
市
が
支
援
す
る
「
地

域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
を
創

設
。
こ
の
た
び
、
モ
デ
ル
地
域
を

募
集
し
ま
す
。

▪
対
象
団
体　

自
治
会
や
自
治

連
合
会
、
区
長
会

▪
募
集
団
体
数　

２
団
体
程
度

（
選
考
に
よ
り
決
定
。
結
果
は
10

月
上
旬
に
す
べ
て
の
応
募
団
体

に
通
知
予
定
）

▪
申
し
込
み
方
法　

９
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
団
体
名
、
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
・
分
野

（
環
境
美
化
や
地
域
福
祉
、
防
災
・

防
犯
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
な

ど
）、応
募
（
テ
ー
マ
選
定
）
理
由
、

目
指
す
べ
き
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
企
画
政
策
課
へ
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
４
２
、ＦＡＸ
62
・
５
０
９
９
）へ
。

　

11
月
20
日
（
日
）
に
開
催
す

る
「
み
な
と
舞
鶴
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
10
時
か
ら
順
次
ス
タ
ー

ト
。
コ
ー
ス
は
舞
鶴
高
専
と
そ

の
周
辺
。
雨
天
決
行
。

▪
種
目
　
❖
３
㌔
（
小
学
３
年

生
以
上
）
❖
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
4
・
３
㌔
（
中
学
生
以
上
）
❖

10
㌔
（
高
校
生
以
上
）
❖
フ
ァ

ミ
リ
ー
３
㌔
（
小
学
３
年
生
以

　

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
77
・
２
０
０
６
）
へ
。

主な意見（新素案の修正などを行うもの）
意見の概要→市の考え方

舞鶴市で発生する温室効果ガスの単位を千㌧単位で統一して
は。→第２章 15 項の図１、２については、千㌧単位で統一しま
した。
高浜原子力発電所に対し、事故を起こさないようにどのよう
な安全安心対策を要望していくのか。また、市としてどのよ
うに取り組んでいくのか。→第３章（４）に「また、東日本大
震災に伴う福島第１原子力発電所の事故を受け、原子力発電所の
安全対策が喫緊の課題となっています」、第４章 ４．（13）④に
市の役割として「原子力発電所の隣接自治体として、立地自治体
と同様の内容となるよう、環境保全協定の改定をめざします」を
追加します。

ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、
生
活

環
境
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公
民
館
、

東
・
西
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

環
境
基
本
計
画
を
策
定

～
人
も
地
域
も
地
球
も
元
気
～

上
の
家
族
。
保
護
者
同
伴
の
場

合
１
・
２
年
生
も
参
加
可
。
３
人

以
内
）

▪
参
加
費
　
❖
小
学
生
～
高
校

生
…
１
，
０
０
０
円
❖
一
般
…

１
，
５
０
０
円
❖
フ
ァ
ミ
リ
ー

…
１
人
１
，
０
０
０
円

▪
申
し
込
み
方
法　

み
な
と
舞

鶴
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
エ
ン
ト

リ
ー
事
務
局
（
☎
０
７
９
４
・

70
・
８
２
０
０
）
に
電
話
で
申
込

書
を
請
求
。
届
い
た
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

を
郵
便
振
り
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。
団
体
申
し
込
み（
10
人
以
上
）

も
可
。
10
月
20
日
（
木
）
消
印

有
効
。
ア
ス
リ
ー
ト
ナ
ビ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://athlete-

navi.com
/

）
か
ら
も
可
（
別
途

登
録
手
数
料
が
必
要
）。


